
かかわ　を来切芸』た支援のあ　方隠肇齢竃
一養護学級高学年「かざりを作ろう」の実践から-一

関　　　和　典

1　はじめに

児童が何かの創作活動をするとき,今までの経験や既習の事柄を利用することは言うまでもない

が,実際にその時点で一緒に活動しているクラスメートの活動している様子や指導者の支援がその

児童の活動に多大な影響を与えていることが多い。

日常の中でも同じようなことが言える。ある児童が友だちや教職員から得るものは,とても多い

と考えられる。そういった環境は全く自然に構成されていることはまれで,実際には某かの必然性

に基づいて集団が構成され,その中で学習が構成されていることになる。

本学級では,「生活力のある児童」として3つの力を掲げているが,その中でも「さまざまな集団

やいろいろな人とのかかわり合いの中で生活や学習をするカ」というものにスポットをあて,今年

度の研究を推進していく。このカを具現化するものとして,私は以下の3点を考えている。

(彰　児童が自己を表現することがができるような肯定的な環境(学級経営)が存在している。

②　児童がかかわり合い影響し合う友だちや指導者が身近にいる。

③　児童がかかわることを促進するような適切な具体物(教材・教具)がある。

①については,学習環境としての単位である学級が,自分の意見を肯定的に評価し,自分の思いが

十分に反映されながら学習が展開していくということを意味している。②については,友だち同士

のかかわりや,指導者を介しての友だちとのかかわりを意味している。③については,主として実

際に学習を行う際に児童に提示する具体物や教材・教具等を意味している。いずれにしても,この

要件を確実に実現することが「かかわり合いながら学習をする力」につながっていると考えている。

2　本題材「かざりをつくろう」の実践について

鞘　題材についての基本的な考え方(研究仮説)について

児童は,お話しの時間の発表の場として,クリスマス会を年末に企画・運営している。その中で,

児童が年末の雰囲気やクリスマス会での雰囲気作りのために教室を飾りつけすることが毎年の恒例

となっている。児童はこのことについては見通しをもって活動することができる。本実践では,図

画工作科としての「かざりを作ろう」の中で児童が他者やものとかかわることを通して,自分が活

動をしていくことをどのように見通し,どのように活動を選択・決定し,自分のしたことに対して

いかに達成感・成就感をもつことができるかということを検証していくものである。指導に当たっ

ては,児童が他者やものとかかわることができるような環境,友だちを意識することができるよう

な場の設定,見通しをもちやすくかかわりの必然性のある教材・教具について工夫し,それが有機

的に機能しているかということについて常に考慮していく。また,本学級で作成している表につい

て,その表の　〈集団とのかかわり〉　と　く選択についての実態〉　とを結ぶ線がその児童にとって適切

な支援であるかということについても検証を進めていく。
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(2)児童の実態について

本学級の児童の実態については,本学校が独自に作成した表をもとに表現していきたい。例えば

児童⑪について説明すると,選択についての実態が「好き嫌いの好みの視点が明らかになって選ん

でいる」という実態がある。集団へのかかわりについては「友だちの動きを手がかりに活動する」

という事態である。このときの児童に対する支援は,両端の⑪を線で結んだところにある支援「模

倣できる場を多く設定する。」という支援が妥当ではないかというように考えている。他の児童も同

様に支援をこの表をもとにして設定していく。これは目標行動のもととなるものである。

〈選択についての実態〉　　　　　〈　　支　　　援　　〉

偶然 手 に した方 を選 んで

い る。

友だちや指導者 の模倣 に

よって選んでいる。

好 き, 嫌いの好みの視点

が明 らか になって選んで

いる。⑪　　 ⑮

友だちや指導者の活動へ

の関心から選んでいる。

友だちや指導者の活動を

見て見通しをもった方を

選んでいる。⑬⑭

過去の経験か ら見通 しの

もちやすい方 を選んでい

る。　　　 ⑫

自分にとって乗 り越 えな

けれ ばな らない課題 の有

無で選んでいる。⑲

・児童が好んでいるものを選

択肢にする。

・選択肢のイメージをもつこ

とができる具体的な手かが

りを示す。

・模倣できる場を多く設定す

る。

児童が特に好んでいる活動

の中での選択場面を設定す

る。

・過去の類似の体験をイメー

ジすることができる具体的

な手がかりを提示する。

児童が課題と捉えているこ

とについて課題達成までの

見通しをもつことができる

ような具体的な手がかりを

提示する。

〈集団へのかかわり〉

指 導者 とい っ し ょに活 動

をす る。

指導者の ことばかけで括

動をす る。

⑪　　　　⑮

友だちの動きを手がかり

に活動する。

集団での活動の仕方がわ

か り自己主張しなが ら友

だちとかかわって活動す

る。⑲　 ⑫　 ⑬　 ⑭

集団での活動の仕方がわ

か り自分 と友だちの考 え

を比較 し調整 を図 りなが

らかかわって活動す る。
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①　第一次での取り組みについて

第u一次では,クリスマス会に向けて,教室を飾るということから児童の意識づけを行った。まず

年末の町中の様子をVTRに撮り,児童にクリスマスの飾りつけについてどういうものがあるかと

いうことを視覚的に提示することとした。更に,いろいろなクリスマス飾りがある中で,児童がイ

メージしやすく,今までもつくった経験のある「クリスマスリース作り」を制作することになった。

リース作りは,ダンボールにマカロニを木工用ボンドで貼り付けて,金銀のスプレーを吹き付け

るという工程で行った。また,自分たちの拾ってきたどんくりや紅葉した葉も付けていった。

児童は,興味をもって行った。作品を教室に掲示すると,これまでの経験からクリスマスツリー

をつくることも何度もことばにして表現している児童もいた。そこで,次時では「みんなでクリス

マスツリーをつくろう。」ということになった。

②　第二次での取り組みについて

第二次では,前時の児童のことばを受けてクリスマスツリーを作ることにした。ここでは前時に

制作したリースが個々のものだったのに対して,みんなで一つのクリスマスツリーを作っていくこ

とにより,児童の自然なかかわりをもつことをねらっていった。

そのために,ツリーの枝作りからはじめ,ひとりで複数本の枝を作ることで,自分の枝以外に飾

りを付けていく際に児童同士の会話やかかわりが生まれてくるのではないかと考えた。更に自作の

ツリーの幹を作り,それをろくろに載せて児童全体が見えるようにした。そうすることで,児童が

-一つの枝に自分のつくった飾りを集中して付けることがなくなり,他の児童がつくった枝にも飾り

を付けていくことができ,その際にもかかわりが生まれるのではないかと考えた。

(5)第二次第1時の授業について一仮説一

以上のように,児童が自分たちの活動を行う中で,ひとりのイメージをふくらませながら活動す

るだけでなく,児童同士のかかわりをもつための取り組みとして以下の仮説を立てた。

児童が互いにかかわることができるようなことばかけや場の設定を行えば,児童

わり合いながらかざりづくりを行うことができるであろう。

(6)目標行動について

上の仮説を実証するために,児童一人ひとりに対して第二次第1時における目標行動を以下の表

のように設定した。児童⑲については自分の思いを全体の場で表現することができるよう,児童⑫

⑩⑭については,他の友だちの良さを知りそのことを自分の活動の中で活かすことができるように

することを,児童⑪⑱については,ものとのかかわりを中心に,見通しや模倣をねらうこととした。

目　　 標　　 行　　 動 指　 導　 者　 の　 支　 援 児　 童

ツリーづ くりについての考えや作 り方を全 児童のつぶやきや作 り方を発表するような
⑬

体の場で発表することができる。 ことばかけをする。

ツリーづ くりについての考えや作 り方を友 友だちの考えや作 り方を全体の場で紹介す
⑬⑬⑭

だちの行動から知ることができる。 る。

ツリーづ くりの具体的な活動を具体物や友 ツリーづ くりに必要な具体物を提示 した
⑪　 ⑮

だちの行動から理解することができる。 り, 友だちの行動を言語化したりする。
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(7)学習の展開について

学　 習　 過　 程 予想される活動
指　 導 ・ 支　 援　 活　 動

全　　　　　 体 個　　　　　 別

1 . はじめのあいさ 1 . ・当番児童⑲がす 1 . ・学習の始ま りとし 1 . ・当番児童⑩には出

つをする。

l

2 . 前 時 まで の ツ

ぐに出て来 るであ

ろう。

2 . ・本時の内容を理

て毎時間位置づける。

2 . ・今までの学習を振

てきたことを賞賛す

る。

2 . ・児⑩⑫⑬⑭には聞

リーを見る。

3 . か ざ りをつ く

解 しているであろ り返 ることができる き出す ようなことば

う。 (児⑲⑫⑬⑭)

ことばかけだけで

ようなことばかけを かけをして他児のモ

する。 デルとする。

◎今日も,みんなで一つ ◎児⑪⑮には,具体物を

は理解す ることが のツリーを協力 して 提示 した り友だちの

難しいと思われる。

(児⑪⑮)

3 . ・素 材 を見 てイ

作ることを告げる。 発言を聞いたりする。

3 .◎自分のつくりたい 3 .◎児⑪には何をどの

る。

l

モ　　 す　　 人
l　 ず　　 形
ル　　 他　　 他

4 . か ざ りをつ け

メージしながらつ ものを聞き出すよう ようにつ くりたいの

くることができる な支援を行 う。その際 かを尋ねて,全体の場

であろう。(児⑲⑬) 全体の場 で言語化 し で発表す るようこと

・つ くりかたをどう て他の児童にも広げ ばかけをする。

していいか迷 うこ てい くようなことば ◎児⑬には指導者が言

とがあると思われ かけをする。 語化する。

る。 (児⑫⑭) ・の りや はさみの使い ◎児⑫⑭ には他の児童

・つ くりたい ものを 方について適宜指導 がつ くっているとこ

す ぐに決めること する。 ろを見 るようにこと

が難 しい と思われ ・児童全体がいろいろ ばかけをする。

る。 (児⑪⑬)

4 . ・自分のつくった

な素材 とかかわるこ ◎児⑪⑮には,実際に具

とができるよう置 く

位置を配慮する。

4 .◎ どの枝につけたい

体物を提示する。

4 .◎児⑩⑬にはどうい

る。

l

自　　　　　 友

雲　 芸

枝　　　　　 枝

5 . 全 体 で鑑 賞 す

ものを次々に付け かとい うことを尋ね うふ うに付けたいの

てい くであろ う。 なが ら活動 を行 うよ かとい うことを尋ね,

(児⑩⑬) うにする。 全体の場で発表す る

・自分のつ くったも ◎児童が自分たちの考 ようことばかけをす

のを自分のつ くっ えを活かして飾 りつ る。

た枝 につけてい く けができるように支 ◎児⑫⑭には,友だちの

と思われる。 援する。 枝につけることを尋

(児⑫⑭) ・児童全体がツリーを見 ねるようなことばか

・自分のつ くった飾 渡すことができるよ けをする。

りをす ぐにつけに うツリーそのものが ◎児⑪⑮には,他の児童

行 くことが難 しい 回るような設定 をす が付 けているところ

と思われる。

(児⑪⑮)

5 . ・自分の作品をこ

る。

5 . ・児童それぞれがつ

を見るよ うなことば

かけをする。

5 . ・児⑩⑪⑫⑬⑭⑮に

る。

6 . 終わ りのあいさ

とぼや指 さしで表 くったものや,かかわ は,クリスマス会に向

現することができ り合った部分 を評価 けての意欲や期待感

るであろう。

(児⑩⑪⑫⑬⑭⑮)

6 . ・当番児童⑩がす

する。

6 . ・授業の終わ りとし

を引き出す ようなこ

とばかけをする。

6 . ・児⑩には, 出てき

つをする。 ぐに出て来 るであ

ろう。

て毎時間位置づける。 たことを賞賛する。
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3　考・察
聞　互いにかかわることができるようなことばかけや場の設定をすることができたか。

第二次第1時では,児童が他者とかかわることに必然

性をもたせるため,クリスマスツリーの枝をそれぞれの

児童が複数本担当することと,ツリーのかざり作りをす

る際に,いろいろな場所にかざりをつけることができる

よう回転する台の上にツリーを載せ留という支援を行っ

た。児童は,他の児童が作った枝にかざりをつけるとき,

「00ちゃん,ここにつけてもいい?」ということばが

出たり,自分でツリーの台を回して「ここにつけた方が

いい。」とか「こっちにあいてるところがあるよ。」などというかかわりをもつようなことばかけが

できた。また,指導者が児童に対して作品を見せ合う時間を設定することにより,児童同士の模倣

による作品の広がりを見ることができた。このことからも,ことばかけ,場の設定はほぼ適切であっ

たと考えられる。しかし,ツリーが児童の身長ほどあり,対角線上にいた児童の活動が見えなかっ

たことや,自分のつくった枝は覚えていても,他の児童がつくった枝についてははっきりとした表

示をしていなかったことは今後の課題といえる。

(2)かかわり合いながらかざりづくりができたか。またさらにそのことは自己決定に関わっていた

か。

前述したように,児童がかかわり合うためのことばか

けや場の設定は,ほぼ適切だったといえる。「みんなの」

クリスマスツリーを作るという最初の投げかけも一部の

児童だけではあるが理解をしていた。また,他の児童が

自分の作品を作る際に,他の児童が作っているものを見

て,「いいなあ。」とか「ああいったものがつくってみた

い。」と考え,今自分がつくっているものよりもより自

分のイメージに近いものを作っていこうとする姿が多く見られた。このことから,児童が自分の作

品作りの中で,他者やものとかかわることによって作品の方向性を決定していったということがい

えると考える。

(3)表による支援は妥当であったか。

児童⑲については,全体の場で考え方や自分の作品を提示するようなことばかけを行うことに

よって他の児童がその作品をまねて作ることができた。児童⑩⑬⑭については,児童⑲が行ってい

ることや⑫が全体の場で表現したことを他の児童がまねて作品作りの方向性をつくることができ

た。児童⑪⑬については,具体物を提示することで,作品に対する見通しをもつことができ,他の

児童の作品を実際に見ることで,イメージが具現化していき,自分の作品作りに反映されていった。

このことから,支援は適切であったといえるが,児童の実態把握の部分でより細かい見取りをする

ことにより,より児童にあった支援を行うことができると考えている。

4　おわりに

今回は,図画工作科の中で,「かかわる」ことを大切にして実践を行ってきた。児童が,作品等の

創作活動をしていく際に,作りながら他者の作品を見たり,みんなで1つのものを作るときにお互

いが意見を出し合いながらよりよいものを作ったりしていくことが,今後の児童の生活に汎化して

いくよう今後も指導を続けていきたい。
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